
 

 

 

 

２01６年 10 月 30 日（日） 

妙義山（860m） 
Report by Kumamoto 

10 月 29 日（土）に予定していたが天候が悪そうで、一日延期し、30 日（日）に決行となった。 

日本三大奇勝の一つで、山全体が奇岩、奇峰で、屈指の山岳美となっている妙義山(860m)の岩場、鎖場を楽しみ、 

帰りは妙義神社へ下り、近くにある「ふれあいプラザ」で入浴して帰るコース。今回の参加者は岡部さん、小山さん、 

布目さん、堀さん、熊本。 小野寺さんは 30 日に変更で参加を表明したが、翌日キャンセルし、能勢さんは前日ゴルフの 

練習で腰痛となり当日ドタキャン。下図の逆コースで⑦⇒①とした。・・下山後「もみじの湯」まで歩くため・・・ 

  

東京を出るときは、厚い雲が一面覆っていたが、高崎

に近づくと青空に変わった。 
榛名山も綺麗に見えてきた。 

高崎まで、熊本は品川から上野東京ラインの直通で、堀さんは新幹線で、布目さんは高崎線で、小山さんはむ

さしの線で、岡部さんは大宮からと皆さん個々の方法で高崎に集まった。 



  

高崎で信越本線に乗り換えると、何と以前鍋割山、檜洞丸に一緒に登った利部さんがいる。我々は表妙義山の

中間道コース（一般向き）だが、利部さんは同じ妙義山でも星穴岳でガイドについて空中懸垂下降のトレーニ

ングだそうで、上級者コースだった。同じ松井田駅で下車とのことで、一緒に話ながら行った。 

今回一緒に登る女性陣（３B?） 

安中に近づくと妙義山が大きく迫ってき

た。 

定刻通り松井田駅 9:05 に到着。 

ここで利部さんとお別れ。 

我々は予約してあった 2 台のタクシーで中

の嶽神社下の駐車場に向かった。 

9:30 に駐車場に到着。 

この先端が尖った岩場を縫って歩くのだ。

左端下に見えるのが中之嶽神社で金色に光

っているのが大黒様の像だ。 



出発前に恒例の記念写真を撮ってスタートする（9:40） 

  

過去の山行では、この駐車場から車道を 400m 戻り石門群登山口から登っていたが、今回は中之嶽神社から

入ることにした。 

  

何とガードレールを跨ぎ車道を横切り中之嶽神社に向かう 



  

中之嶽神社の鳥居を潜ると、大きな金色の大黒像があった。なぜ大黒像？ すぐ分かった。 

  

更に進むと鳥居は中之嶽神社とあるが、本殿は妙義山「大黒神社」とあった。ここで参拝して登山道に進む 

  

イキナリ、奥殿への急石段となった。 

  

142 段を一気に登り、奥殿に到着(9:53) 



  

ヤット山道になりホットし、石門群に向かう 

やがて、大きな石が重なった登山道になっ

た。 

紅葉は黄色く色づいているが、赤は鮮やか

さがない。 

  

やがて階段状の急な登りが続く、所々で赤みを帯びた木が出てきた。 



 
 

10:13 見晴台と第四石門への分岐に出て、見晴台へ行く。 

見晴台からの展望 

同じく紅葉 

  

展望台に立って 



  

先ほどの分岐まで戻り、今度は第四石門に行く。 

10:28 第四石門に到着。  「大砲岩」とその右に「ゆるぎ岩」が見える。 

今回は中之嶽神社から入ったため、石門群登山口からのカニの横這い、縦バリの鎖場は通らなかった。 

次は今見えている大砲岩に向かう 

  

10:32 大砲岩と妙義神社への分岐に出た。勿論、大砲岩へ向かった。 

これから大砲岩までは、鎖場の登り、下りの連続となる。 



  

  

  

  

  



これから最後の難関「天狗の評定」の壁に向かう 

 

天狗の評定の壁は７ｍ程の垂直の

壁だ。布目さんは体力を使い果た

し、カメラマンに徹する。 

「大砲岩」の隣、「天狗の評定」に登る。(10:28) 

ここからの垂直の下りが難しい 

  



  

  

 

鎖場を無事登り終えてホットし、 

色づいたモミジのトンネルの前で、

一枚撮り（11:05）、妙義神社への

登山道に入る。 

  

オバーハングした岩壁のトンネルを抜けると・・ 今度は長い鉄梯子を下る。 



  

紅葉も色づきを増してきた。 

  

11:50 前方に東屋が見えてきた。 

 

東屋の中が空いており、ここで昼食

にする。 

女性陣から沢山の惣菜を頂き、 

満腹になる。 

 

約 40 分ゆっくり昼食・休憩し、妙

義神社へ向かう。 

  

小さなアップダウンを繰り返し進む 



  

東屋から 15 分程で「本読みの僧」が出てきた。ここが中間道の中間点であった。上を見ると大きなハチの巣

があり、速やかに先へ急いだ。（12:45） 

  

更に小さなアップダウンを繰り返し、13:10 に「表妙義と裏妙義」の説明版があり、第二見晴の入口だった 

  

第二見晴から 

  

更にアップダウンを繰り返す 



  

更に 25 分程歩くと妙義神社の説明版が出てきた。（13:33）  もう妙義神社は近い 

  

13:45 妙義山中間道の終着 妙義神社に到着。岩場・鎖場の無事踏破をお礼参拝し、「もみじの湯」へ。 

  

14:00 妙義温泉「もみじの湯」に予定より 40 分早く到着した。 



 

今日は脚力よりも腕力を使って登った。その疲れをつるつる温泉で癒し、タップリ休憩し 15:45 に温泉を後

にし、タクシーで松井田に戻り、16:06 の電車で帰路に着きました。 

 


